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ユーザの状況，意図，嗜好，興味，関心，プライバシーの他，情報の秘匿性にも配慮しながら，ユーザ
が求める情報を，必要な時に，即座に提供する仕組みと方法を研究開発する．そのため，ユーザデータか
らのマイニング，ユーザの行動目的や行動内容の推定や予測を行う．様々なデータを統合利用する．
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授業後のコメント記述
は，学習者に，自身の
学習態度についての気
付きを与える（内省を
促す）とともに，教員
には，学習者の学習行
動や授業内容の改善の
ヒントを与える．コメ
ント記述の良し悪しと
成績推定精度には相関
有り．大学生だけでな
く，中学生のコメント
解析も実施中．

学生のコメント記述から，学習に関する属性情報（学習態度，
理解度，気づき，協力度，計画性など）を抽出．複数回のデー
タを利用し，最終成績を予測した結果．（図中は最高推定精度）

機械学習

現在の時刻
と，利用履
歴に基づく
路線推薦

地域（特に，伊都キャンパス）での情報共有サイト「伊都
キャンライフ」https://ito.ait.kyushu-u.ac.jp/itocamlife/を構築中．推薦
機能付の公共交通機関乗換案内（右上図）や，イベント情報
のお知らせ，利用者の感想，知恵，知見などを，日時や位置
情報とともに共有し，それを利用者の位置情報を考慮した推
薦に役立てる仕組みを提供する．現在，キャンパス内の道案
内機能や，エレベータ推薦機能（待ち時間推定），混雑状況
提示機能など，各種サービス機能の開発中．
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